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さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
応
、

鯉
の
ぼ
り
が
高
く
お
よ
い
で
い

ま
す
。こ

の
空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
環

境
の
中
で
、
健
康
で
明
る
い
子

供
に
成
長
す
る
よ
う
に
:
:
・
・
。

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、
今
年

も
五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
一
週
間
、
児
童
福
祉
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。

町の人口

4月 1日現在

3，944人

3，979人

7，923人

2，105戸

男

女

計

世帯数



-圃闘・・・・・

般
会
計
十
三
億
-・・圃・固・・

千
四
百
万
円
に

(2) 報広町手口B~ 

圃Lι
目リ

てー

年

比

-・・・・圃.--

ノ又

ま普

、

% 

我
が
制
経
済
は
、
か
つ
て
な
い
長
則
の
一
小
説
を
低
迷
し
て
お
り
、
凶
に
お
い

て
は
、
こ
の
川
俊
K
公
共
事
業
投
資
等
の
凶
内
市
要
拡
大
に
努
め
る
な
ど
、
景

気
浮
揚
策
の
積
般
的
な
推
進
を
は
か
つ
て
お
り
ま
す
。

乙
れ
に
呼
応
し
て
、
本
町
K
お
い
て
も
極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境
で
は
あ
る

が
、
公
共
事
業
に
積
位
予
算
を
組
み
、
予
算
総
額
は
十
三
億
一
千
四
百
万
円
亡

対
前
年
度
比
三
三

・
八
婦
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
口
建
設
費
関
係
だ
け
を
見

る
に
、
予
算
を
占
め
る
割
合
は
五
二
・
五
婦
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
教
育

福
祉
の
充
実
並
び
K
生
活
環
境
の
肱
編
に
と
、
事
業
効
果
を
上
げ
る
べ
く
健
全

財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
民
体
育
館
の
建
設
な
ど

公
共
事
業
を
主
体
の
予
算

本
年
度
お
も
な
事
業
は
、
第
一
に

町
民
体
育
館
の
草
花
と
り
か
か
る

乙
と
で
す
。
千
九
百
八
十
九
d
の
規

模
で
、
二
億
円
を
超
え
る
事
業
費
を

目
見
込
ん
で
お
り
、
今
年
度
中
K
竣
工

す
る
計
画
で
す
口

つ
ぎ
に
医
大
取
付
道
路
工
事
が
、

昨
年
度
継
続
事
業
と
し
て
事
業
費
一

億
円
、
本
年
度
で
第
一
次
計
画
が
完

成
と
な
り
ま
す

D

町
営
住
宅
翠
鼠
計

画
は
、
例
年
通
り
常
永
団
地
内
に
、

簡
易
二
階
建
六
戸
一
棟
を
計
画
し
て

お
り
、
事
業
費
三
千
数
百
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
土
木
事
業
は
町

道
改
良
舗
装
、
中
央
道
対
策
道
路
三

路
線
が
計
画
さ
れ
て
お
り
六
千
五
百

万
円
、
地
方
病
溝
き
ょ
、
道
川
(
西

条
)
改
修
工
事
は
継
続
事
業
費
二
億

六
千
万
円
を
計
上
、
広
域
行
政
事
務

関
係
の
し
尿
処
理
と
、
四
月
か
ら
稼

動
し
て
い
る
ゴ
、
、
、
処
理
場
及
び
広
域

消
防
等
応
対
す
る
負
担
金
が
、
合
計

で
五
千
八
百
万
円
に
な
り
ま
す
口

そ
の
他
、
み
な
さ
ん
の
研
修
の
場

所
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
、

中
央
公
民
館
の
講
堂
舞
台
の
増
改
築

及
び
自
転
車
置
場
の
設
置
、
中
学
校

に
縦
二
十
五

m
横
十
五

m
の

0

ア
ー
ル

を
聾
銑
訳
し
乙
の
夏
使
用
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
目
新

し
い
も
の
は
、
五
十
凶
年
度
全
地
域

実
施
が
子
一
止
さ
れ
る
、
地
積
調
布
の

予
備
調
五
伐
と
し
て
十
六
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
大
き
な
事
業
面
に
つ
い
て

記
し
ま
し
た
が
、
別
表
の
グ
ラ
フ
を

参
由
…
し
て
く
だ
さ
い
。

町民税 91，700 
固定資産税 120，760
軽自動車税 3，500

たばこ杭 17，000
電気税 9，500

土地保有税 2，000

自動車取得税交付金
地方譲与税

16.400 1.2吻

般

財

源

658，096 

50.0婦

地方交付税

298.000 
22.7婦

町税

244.460 
1.8.6婦

特

定

財

源

656，065 

入歳
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都市下水路道川改修工事も順調に

額算予念もゐ込
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衛 生費
1億 5，999万円(12.2弼)

民生費
1億 3，486万円(10.3婦)

総務費
1億 4，714万円C11.2弼〉

教育 費
3億 3，781万円 C25.7弼)

一白星雪~刊」
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議会費
2千781万円(2.1骨)

公債費
9千 366万円 C7.1弼)

農林水産業費
7千423万円(5.6弼)

土木費
2億9，149万円 (22.2弼)

その他 8，714 0.7% 

維持補修費、積立、繰
出金、出資金、 予備

費

広域消防 37，522
中巨摩広域 8，907
峡中衛生 10，891
その他 53，705

出歳建設事業費

689，812 52.5弼

土木 294.361

(町営住宅、医
大取付道路、道
川改修、町単独
事業など)

教育 254，360
(町民体育館、プール
建設など)

衛生 102，710
(地方病溝きょなど

その他
38.381 

ヒ
老人医療
18.912 

児童手当
12，600 

保育所分 86，342
その他 2，600 

国
保
予
算
二
億
百
六
十
四
万
円
に

予
算
総
額
二
億
百
六
十
四
万
五
千

円
で
、
豆
町
年
度
比
十
四
・
八
婦
の

増
と
な
り
ま
す
口
年
々
、
医
療
費
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
の
負
担
も
こ
れ
に
比
例

し
て
増
え
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
と

し
て
、
国
か
ら
も
九
千
八
百
三
十
一

万
一
千
円
の
負
担
金
と
、
そ
の
他
補

助
金
と
し
て
一
千
三
百
二
十
三
万
一

千
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
一
世
帯
当
り
と
一
人

当
り
の
費
用
と
負
担
を
示
せ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1 世帯当り1 人当り

税負担額と還元額



(4) 報広町手口日百

五
月
十
四
日
〈
日
)
に

町
長
、
町
議
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す

町
長
、
町
議
補
欠
選
挙
(
野
沢
益
男
議
員
(
上
河
東
)
の
死
去
に

と
も
な
い
)
は
、
五
月
七
日
比
告
示
さ
れ
、
五
月
十
四
日
が
投
票
日

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
要
な
転
機
に
立
つ
、
本
町
の
進
路
を
決
め
る
べ
き
代
表
者
を
、

自
分
の
判
断
で
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は

に

一
カ
月
二
、
七
三

O
円

め
で
す
が
、
失
業
や
少
収

有
入
な
ど
の
た
め
に
保
険

の
お

除
は
料
の
納
付
が
困
難
な
万

免
続
は
、
申
出
陀
よ
っ
て
保

料
手
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

喰
と
が
あ
り
ま
す
。

凶

七

月

ま

で

に

手

続

を

缶
し
す
れ
ば
、
今
年
の
四
月

民
か
ら
向
う
一
カ
年
間
有

国

効

で

す

D

保
険
料
が
免
除
さ
れ

不
在
者
投
票
で
き
る
場
所
、
日
時

場
所
H

昭
和
町
役
場
内
の
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
所

日
時
リ
五
月
七
日
か
ら
五
月
十
四

日
ま
で
の
毎
日
、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
口

る
と
、
老
齢
年
金
は
免
除
を
受
け

た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ

れ
ま
す
が
、
各
種
の
年
金
は
納
め

た
人
と
同
様
に
受
け
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
必

ず
役
場
住
民
課
年
金
係
に
お
申
出

下
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
十
年
以
内
の
分

は
旧
料
金
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

午前 7時から
投票時間 午後 6時まで

この一票で
町の進路が・.. 

投
票
所
及
び
投
票
区
域
が
一
部
変
更

今
回
の
町
長
、
町
議
補
欠
議
員
選

挙
の
投
票
所
が
、
次
の
と
お
り
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
廃
止
第
三
投
票
所
(
昭
和
島
霞

常
永
事
業
所
共
同
出
荷
所
)

※
新
設
第
三
投
墓
所
(
上
河
東
公

ム
一
員
且
)

な
お
、
乙
の
投
酉
軍
所
の
変
更
に
よ

り
、
投
票
区
域
も
次
の
と
お
り
一
部

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

区域別投票所一覧

名 称 場 所 投票区域

第一投票所 中央公民館 押越、阿築原
中島、 地

第二投票所 二区公会堂
一区、二区
新田

第三投票所 上河東公会堂 上飯喰河、東河西

第四投票所 清水公会堂 清水

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

不
在
者
室
調
度
は
、
選
挙
当
日

正
当
な
理
由
で
投
票
所
に
お
い
て
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
為

公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

の
聞
に
投
票
す
る
乙
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

区
の
常
設
役
員
等
の

選
任
及
び
変
更

四
月
一
日
付
け
で
、
一
部
の
区
に

お
い
て
常
設
官
貝
等
が
、
次
の
と
お

り
選
任
ま
た
は
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

敬
称
略

(太字は変更地域)

西
条
一
区

区

長

三

井

区
長
代
理
堀
之
内

土
木
委
員
長
谷
川

衛

生

委

員

角

野

河
東
中
島

区

長

雨

宮

区

長

代

理

長

沢

土
木
委
員
比
留
間

衛

生

委

員

佐

野

紙
漉
阿
原

区

長

小

ム

目

山

三

四

十

区

長

代

理

野

沢

善

久

※
窪
田
博
次
前
区
長
が
、
病
気

療
養
中
の
為
、
区
長
及
び
区
長

代
理
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

徳良俊

治三郎浩

武英文

夫雄雄勝

築
地
新
居

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

金 磯 福 磯

丸部田部

人

事

異

動

し役
た場四

o費互
の日
人付
事け
異 で
動
が次
行の
わと
れお
まり

配
置
換
え

井
上
客
力
l
昭
和
町
農
業
委
員
会
事

務
局
か
ら
振
興
課
地
積
調
査
事
務

且
露
関
係
係
へ

福
島
正
明
l
甲
府
地
区
開
発
事
業
団

事
務
局
か
ら
昭
和
町
農
業
委
員
会

事
務
局
へ

山

口

均

l
住
民
課
国
民
健
康
保
険

係
か
ら
同
課
戸
籍
係
へ

新
採
用

雨
宮
章
人
l
住
民
課
国
民
健
康
保
険

係
へ

海

野

豊

l
振
興
課
度
量
衡
係
、

産
業
関
係
事
務
補
肪
へ

勇

退

佐
野
元
隆
l
振
興
課
農
振
関
係

志
村
久
雄
l
住
民
課
戸
籍
係

五
月
は
固
定
資
産
税

第一

団

昭

道
一

男清



コ

と
い

に

C
さ
ゐ
乙
と
ご
イ
y
p

す
で
に
四
月
か
ら
稼
動
し
て
い
る
ゴ
ミ
処
理
場
。
こ
れ
に
伴

い
、
収
集
日
程
、
収
集
方
法
等
の
変
更
は
、
部
落
集
会
、
チ
ラ

シ
等

J

て
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
完
全
に
守
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
ご
協

力
下
さ
い
。

ぬ∞<X><>OOOO<>O<

ミ

の

出

し

方

及

び

収

集

日

程

報

。
可
燃
物

広

週
二
回
の
収
集
日
に
出
せ
る
も
の

公
家
庭
の
台
所
よ
り
出
る
一
般
ゴ
ミ

o
野
菜
く
ず
、
果
物
の
皮
等
厨
芥
現

食
生
活
上
不
用
-
r
な
っ
た
燃
え
る
ゴ
ミ

o
靴
、
鞄
、
ゴ
ム
長
靴
、
サ
ン
ダ
ル

ス
リ
ッ
パ
、
衣
料
品
。

(
ぼ
ろ
祇

衣
盤
守
)

0

寝
目
頭
(
布
団
、
マ
ッ

ト
レ

ス、

毛
布
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
は
な
る
べ

く
小
さ
く
切
っ
て
束
ね
て
少
量
づ

っ
分
け
て
出
し
て
下
さ
い
。
一
回

五
1
十
切
程
度
と
す
る
。

0

木
霊
守
は
細
か
く
切
っ
て
収
集
し

や
す
い
よ
v

ユ
束
ね
て
少
し
づ
っ
分

け
て
出
し
て
下
さ
い
。
一
回
五

1

十
切
程
度
と
す
る
。

0

雑
誌
、
ノ
l
ト
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

紙
類
。

O

タ
マ

ゴ
の
空
容
器
、
豆
腐
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
の

町手口日百(5) 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
。

O

ゴ
ザ
、
上
敷
、
ワ
ラ
製
品

(
な
る

べ
く
小
さ
く
切
っ
て
収
集
し
や
す

い
よ
う
に
し
、
少
量
づ
っ
分
け
て

出
し
て
下
さ
い
。
一
回
五

1
十
匂

程
度
と
す
る
。

。
収
集
日
程

※
毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

o
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に
指
定
場

所
に
出
し
て
下
さ
い
。

0

祭
日
の
場
合
は
翌
日
収
集
し
ま
す
。

。
不
燃
物

月
二
回
の
収
集
日
に
出
せ
る
も
の

食
ガ
ラ
ス
類

0

空
瓶
、
セ
ト
モ
ノ
、
コ

ッ
プ
等
の

警
ヘ
ガ
ラ
ス
く
ず
D

(

レ
ン
タ

ン
火
埜
守
大
き
な
も
の
は
砕
い
て

下
さ
い
。

女
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

0

玩
具
、
ポ
ッ

ト
、
金
属
或
は
ガ
ラ

ス
類
等
が
沢
山
使
用
し
て
あ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
屋
根
用
法
板
。

(
大
き
な
も
の
、
長
い
も
の
は
五

十
侃
程
度
比
切
断
し
て
下
さ
い
。
)

カ
金
属
類

。
内
エ
カ
ン
、
ヤ
カ
ン
、
ナ
ベ
、
カ
マ

パ
ケ
ツ
、
小
刑
事
屯
化
製
品
、
自
転

車
、
そ
の
他
金
属
類
。

o
洋
傘
、
ト
タ
ン
板
(
ト
タ
ン
板
、

屋
根
周
波
板
等
は
一

m
以
内
に
切

っ
て
収
集
し
や
す
い
よ
主
束
ね
て

少
し
づ
っ
分
け
て
出
し
て
下
さ
い
。
)

O

テ
レ
ビ
(
但
し

一
般
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
テ
レ
ビ
に
限
る
。
)

O
収
集
日
程

※
第
一
水
曜
日

(
ピ
ン
、
ガ
ラ
ス
轡

※
第
三
水
曜
日
(
金
属
類
)
西
条
担
民

※
第
二
金
曜
日
(
金
属
類
)

押
原
、
常
永
地
区

o
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に
指
定
場

所
陀
出
し
て
下
さ
い
。

0

祭
日
の
場
合
は
翌
日
収
集
し
ま
す
口

。
収
集
し
な
い
も
の

0

大
刑
事
官
屯
化
製
品
。

O

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
残
土
、
瓦
礁
、

灰
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

O

大
型
ま
た
は
多
量
の
発
泡
ス
チ

ロ

ー
ル
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
等
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
。

O

タ
イ
ヤ
類
等
の
大
型
ま
た
は
多
量

の
ゴ
ム
製
品
。

ぬOO<>OO<>OOO<XX

。
収
集
袋

0

可
燃
物
は
赤
字
印
刷
、
不
燃
物
は

青
字
印
刷
に
区
分
け
さ
れ
ま
す
。

こ
の
袋
は
、
町
内
の
各
取
扱
い
商

屈
で
販
売
し
て
お
り
、
可
燃
物
、

不
燃
物
と
も
一
袋
三
十
円
で
す
。

紙
袋
取
扱
い
商
庖

甘
利
商
庖

深
川
屋
商
庖

魚

進
セ
ル
フ
お
が
わ

上
杉
商
庖

佐
田
商
庖

下
里
商
庖

東
条
商
庖

中
田
屋

佐
久
間
商
広

さ
さ
や

細
田
商
庖

込
山
商
庖

小
沢
商
広

黒
田
商
庖

(
清
水
新
居

(西
条
一
区
)

(
西
条
二
区
)

(
西
条
二
区
)

(
西
条
二
区
)

(押

越

)

(

押

越

)

(
紙
漉
阿
尽

(
河
東
中
島
)

(河
東
中
島
)

(上
河
東
)

(
上
河
東
)

(河

西

)

(

飯

喰

)

(築
地
新
居

こ
の
ほ
か
農
協
の
西
条
、
常
永
、

押
原
の
各
支
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
完
成

入
居
者
決
ま
る

簡
易
保
険
積
立
金
の
還
元
融
資

安
い
家
賃
の
住
宅
を
一
人
で
も
多

く
の
人
民
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、

毎
年
六
戸
建
一
棟
を
建
設
し
て
お
り

ま
す
。去

る
三
月
、
入
居
希
望
者
の
抽
選

を
行
い
、
四
月
一
日
よ
り
木
の
香
も

新
し
い
住
宅
に
六
世
帯
が
入
居
を
済

ま
せ
ま
し
た
。
:
・
こ
の
住
宅
建
設
資

金
の
一
部
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険

積
立
金
か
ら
還
元
融
資
を
v

つ
け
て
建

設
し
ま
し
た
。

~炉F 、、.. ‘ 
~(~とフペ p 

たばこは
町内で

買いましょう



(6) 

年
々
増
え
つ
、
つ
け
る
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防
止
に
一
役
と
、
昨
年

の
十
二
月
に
南
甲
府
警
察
署
管
内
に
お
い
て
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
制
度
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
四
名
が
委
嘱
さ
れ
、
現
在
、
活
発
に
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
家
庭
を
訪
問
し
、
具
体
的
な
実
践
詣
専
を
行
う
な
ど
、

事
故
防
止
の
た
め
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
ロ

す
で
に
四
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
る
現
在
、
大
き
な
成
果
が
あ
が
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
増
々
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

b
年
寄
り
の
交
通
事
故
対
策

報広町来日

み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を

日百

清

水

巌

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
南
甲
府
警

察
署
長
よ
り
老
人
交
通
ホ
l
ム
へ
ル

パ
ー
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
な
私
た
ち
で
す
が
、

昭
和
町
か
ら
老
人
の
方
々
の
交
通
事

故
を
な
く
す
た
め
、
一
生
懸
命
そ
の

仔
務
を
は
た
す
覚
倍
で
す
。
人
間
の

尊
い
生
命
は
金
で
買
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
、
安
行

者
が
交
通
ル
l
ル
を
守
り
、
交
通
事

故
皆
無
の
昭
和
町
を
つ
く
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
制
度
設
置

本
町
田
名
が
委
嘱

清

水
河

田

河

西
小
宮
山

子じ子巌

阿二築二

原区地区

容ふ好

こ
れ
か
ら
の
活
動
は
、
各
部
落
に

お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
集
会
に
積
極
的

民
参
加
し
、
交
通
指
奪
を
行
い
、
ま

た
、
独
居
老
人
宅
の
訪
問
指
導
も
行

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
特
に

老
人
宅
の
ご
理
解
と
、
町
民
の
方
々

の
ご
支
援
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
達
成

出
来
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
部
落
内
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

集
会
に
参
加
致
し
ま
す
の
で
、
事
務

局
ま
た
は
、
私
ど
も
へ
ル
パ
ー
ま
で

ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

昭
和
パ
イ
パ

延命の巻を手に家庭訪問する
小宮山さん ー押越大勝さん宅一

中
央
道
近
況
状
報

三
月
号
に
て
中
央
道
の
近
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経

過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
央
道
の
う
ち
、
西
条
二
区
、
押

越
、
紙
漣
阿
原
地
区
に
つ
い
て
は
、

道
路
設
計
墜
識
が
三
月
二
十
七
日
に

合
意
に
達
し
、
四
月
四
日
で
道
路
幅

の
杭
打
ち
が
完
了
し
た
た
め
、

A
↓秋

の
工
事
着
工
K
向
け
て
、
今
後
用
地

買
収
交
渉
が
急
速
に
進
む
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

ス
開
通
へ
急
ピ

残
る
用
地
の
買
収
交
渉
へ

本
町
の
幹
線
道
路
は
、
主
要
地
方

道
甲
府
j
市
川
大
門
線
を
中
心
と
し

て
、
県
道
布
施
J
竜
王
線
及
び
昭
和

一
号
線
で
、
朝
夕
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
車
が
集
中
し
て
渋
滞
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
こ

の
先
中
央
道
昭
和
イ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
、
な
お
一
層
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
必
然
的
K
幹
線
道
路
網
が

必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
計
画
発
表
が
な
さ

れ
、
着
々
と
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き

た
昭
和
バ
イ
パ
ス
、
用
地
買
収
も
関

係
地
権
者
の
協
万
が
得
ら
れ
、
す
で

に
、
河
西
か
ら
押
越
地
内
二
・
二
灼

ま
で
は
買
収
済
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
田
富
極
通
セ
ン
タ
ー
内
か

ッ
チ

ら
河
西
を
経
て
、
飯
喰
地
内
の
布
施

J
竜
王
線
ま
で
の
工
事
が
着
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
残
る
路
線
に
つ
い
て
も

遂
次
、
用
地
買
収
、
工
事
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
、
昭
和
五
十
六
年
度
中

に
は
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
総
延
長
は

五
・
五
初
、
幅
員
十
八

m
と
な
り
、

車
道
は
六

m
を
と
り
二
車
線
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
片
側
二
・
五

m
の
停

車
帯
を
設
け
、
さ
ら
に
、
そ
の
両
脇

に
は
学
童
の
通
学
安
全
を
計
る
た
め

三
・
五

m
の
歩
道
を
設
置
し
、
総
事

業
費
四
十
億
円
を
か
け
、
理
想
的
な

道
路
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

路
線
は
、
飯
豊
橋
先
の
旧
二
十
号
線

の
交
差
点
か
ら
清
水
新
居
地
内
ま
で

む
し
歯
予
防
に
は

定
期
検
診
を

現
代
っ
子
の
特
質
と
い
う
べ
き
か
、

近
年
ム
シ
歯
の
多
い
子
ど
も
さ
ん
が

増
え
て
い
ま
す
。
ム
シ
歯
は
何
と
い

っ
て
も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

必
要
で
す
。
手
遅
れ
に
な
る
と
、
治

療
を
受
け
る
子
ど
も
も
痛
い
思
い
を

し
た
り
、
治
療
日
数
も
増
え
、
金
銭

的
に
も
た
い

へ
ん
で
す
。
年
四
回
ぐ

ら
い
は
定
期
検
診
を
受
け
、
ム
シ
歯

の
痛
み
を
知
ら
な
い
、
ム
シ
歯
の
な

い
、
心
身
共
に
健
康
な
子
ど
も
に
育

て
ま
し
ょ
う
。

の
、
都
市
計
画
街
路
、
相
生
一
丁
目

1
飯
喰
線
に
結
ば
れ
ま
す
。
釜
無
工

業
団
地
及
び
田
富
流
通
セ
ン
タ
ー
に

直
結
す
る
こ
の
道
路
!
こ
の
先
、

産
業
道
路
と
し
て
活
躍
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
社
会
的
、
経
済
的
に
も
、

極
め
て
重
要
な
幹
線
道
路
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

工事も順調に進む昭和バイパス
一飯喰地内ー



大
盛
況
だ
っ
た
ぺ

初
め
て
の
試
み
と
し
て
実
施
さ
れ

た
ベ
ン
習
字
講
座
が
、
去
る
三
月
三

十
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
三
月
中
に
五
回
設
け

報広町手口

町
内
の
社
会
董
吉
積
極
的
に

参
加
し
、
活
動
を
つ
ず
つ
け
て
い
る

昭
和
町
婦
人
会
。
こ
の
ほ
ど
、
任

期
満
了
に
と
も
な
い
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
新
会
長
に
押
越
の
小
林

昭(7) 

好
江
さ
ん
が
』
罫
仕
致
し
ま
し
た

D

小
林
さ
ん
は
、
い
ま
ま
で
も
押

越
地
区
の
支
部
長
と
し
て
活
躍
し

て
お
り
、
今
回
、
会
長
就
任
に
際

先生の指導を受け
熱心に練習に励む受講生

ン
習
字
講
座

住
民
の
み
な
さ
ま
に
、
。
へ
ン
習
{
子
上

達
の
基
礎
を
習
得
し
て
も
ら
う
よ
久

教
宣
委
員
会
が
主
催
し
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
参
加
申
込
み
も
定
員
の

二
倍
を
超
え
、
申
込
み
を
乙
と
わ
る

よ
う
な
好
評
を
得
た
。
な
か
な
か
普

段
ベ
ン
を
も
っ
機
会
が
少
な
い
農
家

の
万
ゃ
、
お
年
寄
り
か
ら
若
い
人
ま

で
と
参
加
層
も
広
く
、
先
生
に
ひ
と

り
ひ
と
り
指
導
を
受
け
熱
心
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
終
了
に
際
し
、
修
了

証
書
を
手
わ
た
さ
れ
た
参
加
者
の
ひ

と
り
は
、
「
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

ファイ卜満々

し
抱
負
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

「
い
ま
ま
で
活
動
し
て
き
た
事

業
を
、
い
っ
そ
う
積
極
的
に
推
進

ん

す
る
と
と
も
K
、
婦

さ
人
会
独
自
の
事
業
を

Z

2さ
ら
に
充
実
し

会
林
て
い
き
た
い
」
と
フ

臥
小
ア
イ
ト
満
々
。
特
に

十
六
仰
映
画
に
よ
る

学
習
の
機
会
を
も
ら
、
そ
の
成
果

を
各
家
庭
や
地
域
へ
発
揮
し
、
社

会
事
業
に
貢
献
し
た
い
と
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
婦
人
会
詰

動
が
増
々
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
座
を
お
お
い
に
設
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

土
雇
者
側
の
教
育
委
員
会
も
、
「
こ

ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
参
加

し
た
講
座
は
初
め
て
、
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。
乙
の
ほ
か
、

み
な
さ
ん
の
要
望
に
答
え
る
べ
く
各

種
講
座
の
開
講
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
み
な
さ
ん
、
基
礎
勉
強

だ
け
で
終
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
お
お
い
に
練
習
に
励
ん
で

下
さ
い
。

料

施設 料 金

夜 48灯 1時間 900円

間 30" 11 600円

照 20" 1/ 400円

明 10 1/ 1/ 200円

体育館 fノ 100円

b

b
い
に
利
用
を
グ

学
校
体
育
施
設

戸
外
は
あ
た
た
か
な
春
で
す
。
ス
け
付
け
ま
す
。
大
い
に
利
用
下
さ
い
。

ポ
l
ツ
が
好
き
な
の
に
、
ど
う
も
場
な
お
、
体
育
館
、
夜
間
照
明
利
用

所
が
な
く
て
と
嘆
い
て
い
る
方
、
学
者
に
限
り
、
別
表
の
よ
う
に
使
用
料

校
体
育
施
設
を
利
用
し
て
見
た
ら
い
が
か
か
り
ま
す
。

か
が
で
す
か
、
昭
和
町
住
民
の
方
で

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
D

利
用
の
申
込
み
は
、
毎
月
十
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
聞
に
、
教
育
委
員

会
〈
T
E
L三
七
三
七
・
三
七
四
三
)

に
お
い
て
翌
月
の
利
用
申
込
み
を
受

千
野

萩
原
さ
ん
王
座
に

団
体
は
西
条
二
区
に
栄
冠

昭
和
町
車
球
大
会

ま
た
、
個
人
戦
で
は
年
代
別
優
勝

者
か
ら
昭
和
町
ナ
ン
バ

ー
ー
を
決
め

る
試
合
も
行
わ
れ
、
男
子
で
は
西
条

二
区
、
千
野
清
造
さ
ん
、
女
子
で
は

河
西
の
萩
原
梅
子
さ
ん
が
優
勝
し
、

そ
れ
ぞ
れ
本
町
卓
球
選
手
権
保
持
者

と
な
り
ま
し
た
。

恒
例
の
昭
和
町
卓
球
大
会
が
、
去

る
二
月
二
十
六
日
、
押
原
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。

十
八
回
目
を
数
え
る
こ
の
大
会
、

参
加
者
も
増
え
大
会
の
盛
り
上
り
も

十
分
、
大
盛
況
を
得
た
。

乙
の
大
会
に
そ
な
え
、
各
部
落
に

は
卓
球
部
が
発
足
さ
れ
、
練
習
が
重

ね
ら
れ
て
お
り
、
出
場
選
手
も
い
ず

れ
お
と
ら
ぬ
つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
、
随

所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
好
試
合
が

展
開
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
団
体
戦
で
は
西
条
二

区
が
前
年
に
続
き
優
勝
、
準
優
勝
に

清
水
新
居
、
三
位
K
河
東
中
島
と
、

そ
れ
ぞ
れ
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

優勝者の横顔

右一千野清造さん
左ー萩原梅子さん

用イ吏

事
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

六
月
十
五
日

全
国
一
斉
に
実
施

三
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
事
業

所
統
計
調
査
」
が
六
月
十
五
日
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
白

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
事
業
所
の
業

種
や
従
署
員
数
、
営
業
状
態
な
ど
の

宰
寵
左
つ
か
み
、
園
、
都
道
府
県
、

市
町
村
で
行
政
、
経
済
施
策
を
進
め

る
上
で
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
は
会
在
、
工
場

商
庖
、
学
校
の
ほ
か
、
官
公
庁
、
病

院
、
国
鉄
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
か
ら
神

社
、
お
寺
に
い
た
る
ま
で
、
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。



地

震

ミ

知

識

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度
の
ち
が
い

ι
¥、

一
月
十
四
日
K
発
生
し
た
伊
一旦

っ

た

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

，

/

、

大
島
近
海
地
比
一
肢
の
あ
と
の
十
八
日
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
知

に
な
っ
て
、
静
岡
県
が
テ
レ
ビ
や
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
乙
と
は
、
マ
グ

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
余
震
状
報
を
発
一
一
チ
ュ

l
ド
と
震
度
の
違
い
で
す
。

表
し
ま
し
た
。
乙
の
余
展
状
報
に
み
な
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
震

よ
り
一
時
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
度
と
は
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
感
じ

ま

し

た

。

た

地

震

動

の

大

き

さ

を

あ

ら

わ

し

て

こ
の
パ
ニ
ッ
ク
の
原
因
の
一
つ
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
グ
ニ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
マ
チ
ュ

l
ド
は
地
震
そ
の
も
の
の
規
模

グ
ニ
チ
ュ
l
ド
六
を
震
度
六
K
あ
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す
単
位
で
す
。

や
ま
っ
て
お
互
い
に
広
く
伝
え
合
し
た
が
っ
て
、
震
度
の
大
き
い
小
さ

(8) 報広町

五
月
三
十
一
日
ま
で
に

自
動
車
税
の
納
付
を

手口

自
動
車
を
お
持
ち
の
万
、
す
で
に

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
奪
容
。

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
自
動

車
税
の
納
期
限
は
五
月
三
十
一
日
で

す
。
納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
農
協
、
郵
便
局
、
自
動

車
税
事
務
所
に
納
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
を
納
め
ま
す
と
、
領
収

書
と
同
時
に
車
検
用
の
納
税
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
乙
の
証
明
書
は

車
検
を
受
け
る
と
き
に
陸
運
事
務
所

の
窓
口
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
た
い
せ
つ
に
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

日百

技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

現
在
県
内
に
は
、
県
立
技
能
訓
練

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
働

く
人
た
ち
に
、
よ
り
高
度
な
技
能
と

知
識
を
習
得
、
維
持
向
上
さ
せ
る
機

会
と
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

訓
練
の
内
容
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種

の
人
が
勉
学
で
き
る
よ
う
に
、
機
械

建
築
、
鉄
工
、
服
装
、
電
気
、
配
管
、

造
園
、
溶
接
、
木
工
、
事
務
、
車
宋

関
係
な
ど
の
コ
l
ス
が
あ
り
、
訓
練

宰
麗
方
法
は
、
学
科
、

実
技
訓
練
に

分
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
訓
練
時
間

は
、
昼
の
訓
練
が
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
、
夜
の
訓
練
が
午
後
六
時
か

ら
九
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

け
、
、

b
 姥グ〆

い
と
い
う
こ
と
は
地
震
そ
の
も
の

の
大
き
さ
を
い
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
地
震
状
報
に
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
単
位
を
使
っ

て
報
道
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
る
配

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
収

さ

い

。

〈

た
、
訓
練
期
間
は
、
短
期
の
コ
l
ス

が
二
日
間
、
長
期
の
コ
l
ス
は
五
十

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
、
申
し
込
み
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
総
合
技
能
訓
練
セ

ン
タ
ー
(
甲
府
市
塩
部
三
丁
目
一

J

四、

T
E
L甲
府
五
一

i
三
二
二
一
)

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
都
留
、
峡

南
花
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
発
行

及
び
妊
婦
相
談
日

五
月
六
日
(
土
〉

五
月
二
十
日
(
土
)

時

間

午

前

九

時

J
十
二
時

場

所

中

央

公

民

館

和

室

持

ち

も

の

印

鑑


